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よ
る
ス
ピ
ー
チ
、
中
国
語
で
の
会
話
劇
、

中
国
語
の
歌
が
披
露
さ
れ
、
修
了
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
修
了
生
た
ち
は
、

語
学
と
し
て
の
中
国
語
の
み
な
ら
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
た
め

の
中
国
語
も
学
ん
だ
様
子
で
し
た
。

　
2
0
2
0
年
度
後
期
日
本
語

研
修
コ
ー
ス
開
講
式
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催

　
　

10
月
8
日
、
2
0
2
0
年
度
後
期

日
本
語
研
修
コ
ー
ス
開
講
式
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
10
名
の
う
ち
8
名
は
、
ま
だ

来
日
で
き
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
か
ら
受
講
し
て
い
ま
す
が
、
授
業

を
通
じ
て
世
界
中
と
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

開
講
式
で
は
、
河
村
教
育
担
当
副
学

長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
出
席
者
の
紹
介

が
あ
り
、
留
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
語

を
使
っ
て
名
前
と
出
身
国
、
専
門
分
野

に
つ
い
て
簡
単
な
自
己
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。
今
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
で

ま
し
た
。

　

今
後
、
徳
島
大
学
が
C
O
C
＋
事
業

で
培
っ
た
知
見
や
地
域
教
育
の
成
果

と
、
N
T
T
西
日
本
の
持
つ
デ
ー
タ

分
析
や
A
I
に
関
す
る
技
術
力
で
シ

ナ
ジ
ー
効
果
を
生
み
、
学
生
と
地
域
企

業
両
者
に
価
値
の
あ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
を

実
現
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

徳
島
大
学
バ
イ
オ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
所
（
B
I
R
C
）
キ
ッ
ク
オ
フ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

10
月
26
日
、「
バ
イ
オ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
所
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

研
究
所
の
活
動
や
今
後
の
産
業
・
地

域
連
携
等
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
い
、
関
連
企

業
や
団
体
、
高
校
生
な
ど
2
5
2
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

本
学
教
員
が
徳
島
県﹁
県
科
学
技
術

大
賞
﹂表
彰
式
で
表
彰
　

　

10
月
28
日
、
県
科
学
技
術
憲
章
に
基

づ
い
て
創
設
さ
れ
た
「
県
科
学
技
術
大

賞
」
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、
9
人
の
個

人
や
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
次
の
2
部
門
４
名
が
表

彰
さ
れ
、
飯
泉
徳
島
県
知
事
よ
り
賞
状

及
び
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

若
手
研
究
者
部
門

● 

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部

     

特
任
講
師　

和
田 

佳
三

科
学
技
術
振
興
部
門

● 

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部

     

特
任
教
授　

岡
久 

稔
也

淡
江
大
学
中
国
語
・
台
湾
文
化

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
修
了
式
を
開
催

　

9
月
25
日
、
台
湾
の
淡
江
大
学
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
中
国
語
・
台
湾
文

化
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
修
了
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

修
了
式
に
は
、
淡
江
大
学
か
ら
教
職

員
と
学
生
7
名
、
本
学
か
ら
は
修
了
生

7
名
に
加
え
て
、
河
村
教
育
担
当
副
学

長
と
教
職
員
2
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

修
了
式
で
は
、
修
了
生
か
ら
中
国
語
に

す
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
フ
ィ

ス
は
受
講
者
全
員
が
無
事
に
来
日
し
、

本
学
で
対
面
の
授
業
に
参
加
で
き
る
日

が
来
る
よ
う
に
、
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
徳
島
支
店

と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

10
月
21
日
、
徳
島
大
学
と
西
日
本

電
信
電
話
株
式
会
社
徳
島
支
店
（
以
下
、

N
T
T
西
日
本
）
は
、
地
域
の
抱
え
る

社
会
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
人
材
不
足

の
解
決
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
推
進
す

る
た
め
、「
I
C
T
利
活
用
に
よ
る
地

域
活
性
化
」
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

ラ
イ
ン
に
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
約

1
0
0
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
は
初
め
て
で

し
た
が
、
約
2
時
間
の
本
会
を
特
に
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

の
学
生
が﹁
M
-
B
I
P
﹂に
お
い
て
、

企
業
賞
を
受
賞

　

11
月
5
日
、
6
日
に
石
川
県
金
沢

市
で
開
催
さ
れ
た
「M

atching H
U
B 

Business Idea & Plan com
petition

」

（
M
-B
I
P
）
に
お
い
て
、
立
井
裕
也

究
振
興
を
目
指
し
て
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
2
0
2
1
年
3
月
31
日

で
協
定
の
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
連
携
研
究
活
動
を
実
施
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
3
年
延
長
の
覚
書

を
締
結
し
ま
し
た
。　

生
物
資
源
産
業
学
部
農
場
で

生
産
さ
れ
た
ハ
ム
が
石
井
町
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
に

　

生
物
資
源
産
業
学
部
農
場
で
生
産
さ

れ
た
ハ
ム
が
石
井
町
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
と
し
て
、
11
月
30
日
か
ら
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
に
、
12
月
中
旬
頃
か
ら
楽

天
ふ
る
さ
と
納
税
へ
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
場
で
育
て
た
豚
を
原
料
に
、
じ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
〝
熟
成
ロ
ー
ス
ハ

ム
〞
に
し
ま
し
た
。
豚
舎
の
ス
ペ
ー

ス
や
飼
育
期
間
な
ど
か
ら
、 

１
年
に

3
0
0
個
程
度
の
限
定
と
な
り
ま
す
。

徳
島
大
学
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
開
設

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
収
入
が
激
減
し
、

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
学
生
を
支
援
す

る
た
め
、
学
内
に
支
援
物
資
提
供
用
の

コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
、
定
期
的
に
支
援

物
資
を
配
付
す
る
『
徳
島
大
学
フ
ー
ド

バ
ン
ク
』
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
1
回
目
の
支
援
物
資
配
付

と
し
て
12
月
4
、
5
、
7
日
の
3
日
間
、

常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
と
蔵
本
キ
ャ
ン
パ

ス
に
配
付
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
多
数

の
学
生
に
行
き
届
く
よ
う
個
数
制
限

を
行
い
な
が
ら
物
資
の
配
付
を
行
い

ま
し
た
。
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

1
9
2
名
、
蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

1
3
6
名
の
学
生
が
利
用
し
、
3
日

間
と
も
開
始
か
ら
30
分
〜
1
時
間
ほ
ど

で
予
定
数
量
を
配
付
し
終
え
る
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

● 

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部 

     

講
師　

奥
村 

仙
示

● 

先
端
酵
素
学
研
究
所

     

特
任
准
教
授　

 

沢
津
橋 

俊

全
学
同
窓
会﹁
び
ざ
ん
会
﹂を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

　

11
月
1
日
、
全
学
の
同
窓
会
「
び
ざ

ん
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

本
来
は
、
地
元
徳
島
と
近
畿
又
は
関

東
の
い
ず
れ
か
で
年
2
回
開
催
し
、
同

窓
生
に
本
学
の
現
況
を
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
懇
親
を
深
め
る
の
で
す
が
、

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
収
束
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
オ
ン

さ
ん
（
総
合
科
学
部
3
年
）、
南
川
幸
太

郎
さ
ん
（
総
合
科
学
部
3
年
）
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
し
提
案
し
た
「
超
低
額
オ

ン
ラ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
ジ
ム
」
が
、
企

業
賞
ガ
ク
ト
ラ
ボ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
い
困
窮
学
生
と

運
動
不
足
の
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
を
マ
ッ
チ

ン
グ
し
、
運
動
不
足
の
解
消
を
目
指
す

点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

大
鵬
薬
品
工
業
株
式
会
社
と
基
礎
研
究

に
関
す
る
協
定
書
覚
書
の
調
印
式
を

挙
行

　

11
月
10
日
、
徳
島
大
学
は
大
鵬
薬
品

工
業
株
式
会
社
と
基
礎
研
究
に
関
す
る

協
定
書
に
つ
い
て
、
期
間
延
長
の
覚
書

を
締
結
し
、
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
鵬
薬
品
工
業
株
式
会
社
と
本
学
は
、

同
社
の
支
援
に
よ
り
、
が
ん
関
連
分
野

の
先
進
的
基
礎
研
究
拠
点
の
構
築
と
研

常三島キャンパス蔵本キャンパス
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第    

回 

特
別
展

 ﹁
続 

阿
波
の
相
撲
史
展
﹂

2
0
2
0
年
12
月
20
日（
日
）～

2
0
2
1
年
3
月
30
日（
土
）

31

　

江
戸
時
代
か
ら
令
和
の
現
代
に
至
る
、
阿
波
・

徳
島
ゆ
か
り
の
力
士
を
、
古
文
書
や
番
付
、
錦
絵

や
化
粧
廻
し
な
ど
の
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
江
戸
時
代
の
名
力
士
「
雲
早
山
」
ら
の

紹
介
に
加
え
て
、
戦
前
戦
後
に
活
躍
し
た
ア
マ

チ
ュ
ア
力
士
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

展
示
内
容

① 

力
士 

雲
早
山
の
系
譜

② 

三
ツ
ノ
海
茂
八
の
軌
跡

③ 

徳
島
ゆ
か
り
の
大
相
撲
力
士
一
覧

④ 

徳
島
ア
マ
チ
ュ
ア
力
士
強
豪
伝

Q●
多
く
の
学
生
を
掲
載
し
て
く
だ
さ
い

●
子
供
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
見
て
み
た
い
で
す

●
学
生
の
生
活
状
況
が
判
る
情
報
を
増
や
し
て

　
ほ
し
い
。
も
っ
と
子
ど
も
達
の
様
子
、
大
学
が

　
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

　
が
伝
わ
る
も
の
を
期
待
し
ま
す
。

 

A
　

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

学
生
の
日
常
風
景
を
切
り
取
る
よ
う

な
写
真
や
記
事
、
お
よ
び
、
で
き
る
限

り
多
様
な
学
部
、
多
く
の
学
生
を
本
誌

に
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

就
職
状
況
に
関
す
る
お
言
葉
も
多
数

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
号

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
職
活
動
を

ま
と
め
ま
し
た
。
表
紙
に
も
あ
る
よ

う
に
、
学
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

活
動
と
な
り
、
分
か
ら
な
い
点
も
多
々

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
ぜ
ひ
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
な
ど

本
学
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
前
号

発
刊
後
、
読
者
の
方
々
か
ら
叱
咤
激
励

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
真

摯
に
受
け
と
め
本
誌
の
改
良
に
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和2年 
秋の叙勲 
本学関係者の
受章が決定

（敬称略）

瑞宝中綬章  伊東 由文
徳島大学名誉教授 教育研究功労

伊東由文名誉教授は、物理学の分野において、自然
統計物理学という新理論を創造し、自然統計物理学
の法則を発見し、シュレーディンガー方程式の合理的
導出にはじめて成功されました。数学の分野において、
自然数の概念の定義とその存在定理をはじめて証明
し、数学の基礎の問題を解決され、解析学分野の基
礎理論の体系的研究において新しい発展に成功され
ました。

瑞宝中綬章  佐藤 恒之
徳島大学名誉教授 教育研究功労

佐藤恒之名誉教授は、重合系に含まれる活性ラジカ
ル種の長寿命化を図り、重合条件下での構造や反応
挙動を電子スピン共鳴法（ESR）で解析することに重
点を置き、重合反応の制御を目的として研究を進め、
多くの成果を得られました。また、その成果に基づいた
種々の新しい重合反応を開発し、新規構造ポリマーの
合成に成功され、高分子化学の発展に大きく貢献され
ました。

瑞宝中綬章   川上 博
元徳島大学理事、元徳島大学副学長、元徳島大
学工学部長、徳島大学名誉教授 教育研究功労

川上博名誉教授は、非線形回路・非線形システム工
学の分野において、予測困難で複雑な系の状態が非
線形強制振動回路に存在することを世界に先駆けて
計算機実験で解明されました。また、この結果を得るた
め、カオス状態を含む非線形系の解析や設計に必要
な系の定性的研究と計算機を援用した解析方法を開
発し、非線形科学の発展に貢献されました。

瑞宝中綬章  河崎 良行
徳島大学名誉教授
地方文化功労、教育研究功労

河崎良行名誉教授は、造形芸術の分野において、人
間感性の表現を空間において独創的に表現し、「環
境と造形」をテーマとして、芸術理論と制作実践の両
面から、実地検証的な研究に取り組まれました。また、
現代彫刻の自然や都市的な環境における機能性を
実証し、市民の豊かな環境づくりの意識を高揚させ街
づくり運動へとつなげられ、造形教育の発展に大きく
貢献されました。

瑞宝中綬章   香川 征
元徳島大学長、元徳島大学医学部・歯学部附属
病院長、徳島大学名誉教授 教育研究功労

香川征名誉教授は、泌尿器科学の分野において、分
子生物学的手法を駆使し、泌尿器科悪性腫瘍の浸
潤・転移の分子機構の病態に関し、多くの事実を明ら
かにされました。また、泌尿器科腹腔鏡手術の導入と
普及に尽力され、男性性機能障害の解明にも寄与さ
れました。さらに、徳島大学医学部附属病院長、徳島
大学医学部・歯学部附属病院長として4年間、徳島
大学長として6年間務められ、徳島大学の発展に大き
く貢献されました。

瑞宝中綬章   今枝 正夫
徳島大学名誉教授 教育研究功労

今枝正夫名誉教授は、プロセス制御工学の分野にお
いて、モデルベースド制御に欠かすことが出来ないプ
ロセス動特性のモデリングを古典・現代手法を用いて
確立し、オートチューニングPID制御系設計に成功し、
化学プラントの制御の発展に貢献されました。また、目
視検査の自動化においては、画像処理手法を適用す
ることにより人手に頼らない検査工程を開発し労働条
件の改善に寄与されました。

瑞宝単光章   水口 靖美
元徳島大学歯学部附属病院看護部長
看護業務功労

水口靖美元徳島大学歯学部附属病院看護部長は、
永年にわたり看護業務、看護教育及び附属病院の
管理運営に精励し、徳島大学歯学部附属病院およ
び徳島大学医学部・歯学部附属病院の看護の発展
と医療の質向上に寄与するとともに、地域社会におけ
る医療看護の充実にも大いに貢献されました。

URL：
https://www.tokushima-u.ac.jp/
ph/faculty/labo/cmp/seminar/
awa-sumo-2021.html
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